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策の水平展開

また、開発プロセス革新WGでは、

開発環境に必要となるHW、SW、

ネットワークなどの共有化を行うこ

とでコストの低減を図り、この開発

環境を社内のクラウドコンピューティ

ング環境として提供し、複数の開発

プロジェクト間で共用させるという

開発環境共有化に向けた取組みを展

開している。

「クラウドサービスに関する世の中

の動きを見ると、例えばGoogleや

Amazonでは、各社のクラウド実行環

境に対して、この環境上で動作させる

アプリケーションを開発するための開

発環境をパブリッククラウド環境とし

て提供しています。しかし、この環境

は、OS・ SWなどの構成や API

（Application Program Interface）が限

定されており、また開発管理のための

環境や開発端末のシンクライアント化

のための環境は提供されていないな

ど、NTTコムウェアの開発案件への

適用は難しいものがあります。

そこで、NTTコムウェアでは、

本稿で紹介する開発環境共有化の取

組みを開始しました。開発環境共有

化の効果は、開発コスト削減・開発

期間の短縮もありますが、開発環境

の統一化、可視化による開発品質や

生産性の向上も重要な目的です。

NTTコムウェアでは、2008年度の

第４四半期から、開発環境共有化に

向けた取組みの一環で、社内システ

ムを対象に開発サーバの共有化を開

始しました。また、品質管理や開発

進捗管理、セキュリティ管理といっ

たガバナンス強化の手段として、管

理環境の統一に向けた取組みも一部

組織で始めています。そして、この

取組みを全社的に加速させるため

に、2009年度より、開発プロセス

革新WGにおいて、開発環境共有化

の取組みを開始し、品質・進捗管理

の徹底や開発端末のシンクライアン

NTTコムウェアは、2008年度から

の３ヶ年計画として「品質生産性革

新戦略プロジェクト」を発足させた。

これは、NTTコムウェアの中期経営

戦略の１つである「システム開発

力・サービス力強化に向けた品質・

生産性革新」を実現することを目的

とした支援活動である。本プロジェ

クトは、「開発プロセス革新」「問題プ

ロジェクト撲滅」「調達戦略」「人財育

成戦略」「サービスプロセス革新」の

５つのワーキンググループ（WG）か

ら構成されている。各WGは、事業本

部を牽引する現場のリーダーを中心

に、現場主導で各種施策を検討・展

開し、現場が効率よくスムーズに結

果を出せるよう様々な活動を推進し

ている。その中でも、開発プロセス

革新WGでは、次のような事項をテー

マとした取組みを進めている。

・開発環境の共有化

・要件定義、外部設計書のひな型化

・製造、試験基本環境セットの提供

・SWの棚卸し、再利用

・事業本部ごとの種々の原価低減施

NTTコムウェアでは受注案件の設計・製造・試験工程を対象に、クラウドや仮想化技術によって単にハードウェア（HW）を共有す
るだけでなく、開発に必要となる各種ツールやミドルウェアなどのソフト（SW）、開発生産物の一元管理環境などもあわせて共有化
環境として提供することにより、開発コストの削減、開発期間の短縮、開発品質の向上、開発ノウハウの蓄積・集約とこれによる生
産性向上を狙いとした開発環境共有化の取組みを2009年度より開始している。本特別企画では、この取組みを紹介する。
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ト化による情報漏洩の防止、開発ツー

ルの統一化による品質の均一化、そ

して、開発ノウハウの蓄積と水平展

開による生産性の向上と開発期間の

短縮などをテーマに活動を進めてい

ます。」（基盤技術本部　技術SE部

長　瀬尾紳一郎氏）

これまでNTTコムウェアでは、

各プロジェクトが個々に構築した開

発環境と開発管理環境のもとで開発

業務を行ってきた。開発環境共有化

に向けた取組みを進めるにあたり、

開発業務の現状を調査検討したとこ

ろ、開発品質や生産性の向上を妨げ

る、次のような課題があることが判

明した。

■開発管理

・開発で生成される各種生産物（設

計書、プログラムソース、試験計

画書／手順書／試験データ、など）

やプロジェクト管理ドキュメント

（プロジェクト計画書、WBS、進

捗状況、プロジェクト完了報告書、

など）がプロジェクト内に閉じて

管理されている。

・このため開発生産物が他のプロジ

ェクトの開発で活用されていない。

以上のような現状から、開発・生

産データの可視化が不十分で、組織

横断的な活用が進んでいない。

■設計手法／開発ツール

・設計工程においては、プロジェク

トごとに設計手法が不統一。

・製造工程においては、プロジェク

トごとに製造ツールや製造手法が

協力会社任せになっており、進捗

状況も協力会社ごとの報告書で

判断。

以上のような現状から、開発の進め

方がプロジェクトごとに区々なため開

発生産物の内容が不統一となり生産物

の再利用が進んでいない。

■開発サーバ環境

・プロジェクトごとに開発に必要とな

るサーバ環境を構築・運用してお

り、プロジェクトの負担が大きい。

■開発端末環境

・現状は、FAT端末を用いた開発

が大半であり、セキュリティ確保、

開発ノウハウの流出防止が困難。

前述の課題を踏まえた、開発環境共

有化の実現アプローチを図１に示す。

「これまで主にプロジェクトごと

に展開されていた開発業務の現状と

課題を整理することが開発環境共有

化に向けた大きな一歩になりまし

た。ここで可視化された課題を解決

し、開発プロセスのあるべき姿を目

指し取組みを展開しています。開発

環境、開発ツール並びに管理手法な

どの共有化を進め、設計・製造・試

験の全工程にわたる生産性と開発品

質の向上に取り組んでいます。」（基

盤技術本部　技術SE部　担当課長

銭谷浩司氏）

前述の開発管理から開発端末環境

の各領域の課題に対する取組み状況

を要約すると次のようになる。
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NTTコムウェア㈱
基盤技術本部

技術SE部　担当課長

銭谷浩司氏

実現アプローチ 

開発端末環境 
（開発,維持） 

現状はFAT端末を用いた開発が大
半であり、セキュリティ確保・開発ノ
ウハウの流出防止が困難 

シンクライアントによる高いセキュ
リティの確保と開発ノウハウの流出
防止を担保 

開発サーバ環境 

設計手法／ 
開発ツール 

プロジェクトごとに設計手法、製造
ツール／手法などが不統一 

業務領域ごとの知識および開発手
法を整理して設計書・設計手順書な
どを統一化して再利用を推進する 

開発管理 
開発生産物・生産データの可視化
が不充分で、組織横断的な活用が
進まない 

開発生産物・生産データの一元的
な蓄積・管理とPMO・プロジェクト
による共有、再利用を推進する 

現状の課題 

試験用のサーバ環境をプロジェクト 
ごとに構築・運用しており、負担大 

仮想化技術を用いてプロジェクトが 
必要とする結合試験環境をタイムリー 
に使用可能とし、負担を減らす 

図1 開発環境共有化に向けた実現アプローチ

現状の課題

開発生産物・環境の組織横断
的な活用と再利用を目指して
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物を再利用できるようにしていく。

設計手法／開発ツールの領域で

は、開発手法をはじめ、製造や試験、

維持管理といった業務領域ごとのノ

ウハウを蓄積・整理して、設計書・

設計手順・設計ツールなどを統一

化し、生産物の再利用を推進して

いく。

開発サーバ環境の領域では、仮想

化技術によって、結合試験に必要と

なるサーバ側の環境（サーバ、

LAN、ストレージ）を共有化し、

システムの規模や結合試験の数に応

じて、サーバ側の設備をタイムリー

に使用可能とする。これとともに

SIソリューションごとに異なる各

種ツールやSWをパターン化して提

供することにより（詳細は後述）、

プロジェクトにおける開発環境の準

備・運用の負担を削減する。

開発端末環境領域では、必要な端

末が必要な時期にタイムリーに使用

できるシンクライアント環境を提供

することにより、高いセキュリティ

と開発ノウハウの流出防止を担保

する。

図2-1は、開発環境共有化に向け

た開発プロセスの実現イメージであ

る。開発環境を共有化することで、

各プロジェクトの開発と事業部レベ

ル／全社レベルでの、ノウハウの蓄

積・再利用を実現して、生産性の向

上と開発品質の向上を目指していく。

そして、NTTコムウェアの代表

的なSIソリューションごとに必要

となる設計／開発ツールや試験用

S Wのセットをパターン化して、

HWとともに共有化環境として各プ

ロジェクトに提供していく。

さらに、開発の工程ごとに必要な

ツールおよびSWが異なるので、設

計・製造・試験の各工程で必要とな

開発管理の領域では、各プロジェ

クトの開発・品質状況を組織横断的

に把握できるようにして、生成され

る生産物などの生産データを一元的

に蓄積・管理できるようにし、全社

PMO（Project Management Office）・

事業部PMOが見れるようにするとと

もに、他のプロジェクトも開発生産
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全
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Ｐ
Ｍ
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発
環
境
の
共
有
化 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

ＩＣＴリソースプール 

設計工程用環境 製造工程用環境 
アプリケーション 

試験工程用環境 
開発管理用環境 

生産物の 
蓄積・共有 

設計書 ソースコード 試験項目票 

Ａ-ＰＪ Ａ-ＰＪ Ａ-ＰＪ Ａ-ＰＪ 

A-PJ

開発管理用セットを利用 

維持管理 試験工程 製造工程 設計工程 

開発 

ＰＪ管理 

PMO

設計環境セットを 
利用して設計を行う 

製造環境セットを 
利用して製造を行う 

開発環境 
の共有 

試験環境セットを 
利用して試験を行う 

全社横通しの品質管理・進捗管理 
品質管理 進捗管理 

故障処理票 故障処理票 

人給・財務システム設計環境セット 
料金システム設計環境セット 

NW管理・監視システム設計環境セット 
設計環境セット 

（ＳＩソリューションごとに設計工程 
で必要なツール、開発標準、 
ノウハウなどの組合せ） 

要求分析ツール 
画面設計ツール 
DB設計ツール 
… 

開発管理セット 
（開発管理で必要なツール、開発標準などの組合せ） 

進捗管理ツール 構成管理ツール 

… 

人給・財務システム設計環境セット 
料金システム設計環境セット 

NW管理・監視システム設計環境セット 
製造環境セット 

（ＳＩソリューションごとに製造工程 
で必要なツール、開発標準、 
ノウハウなどの組合せ） 

統合開発環境 
単体試験ツール 
静的解析ツール 

… 

人給・財務システム設計環境セット 
料金システム設計環境セット 

NW管理・監視システム設計環境セット 
試験環境セット 

（ＳＩソリューションごとに試験工程 
で必要となるソフトウェア、 

ツール、開発標準、ノウハウなど 
の組合せ） 
Ｗｅｂサーバ 
ＡＰサーバ 
ＤＢサーバ 
… 

維持管理 試験工程 製造工程 設計工程 

開発管理 

… … … 

図2-2 開発環境共有化におけるツール提供イメージ

図2-1 目指す開発プロセスの姿

ハードウェアのみでなく、開
発に必要な各種ツール、ソフ
トウェアをパターン化し提供
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る各種ツール・SWをセット化して

提供していく。例えば設計工程では、

要求分析・設計ツールやHTMLエ

ディタなどの画面設計ツール、デー

タベース設計ツールが必要となる。

製造工程では、統合開発環境やRIA

開発用のツール、単体試験ツール、

静的解析ツールなどが必要となる。

試験工程では、SIソリューションご

とに異なるSWなどが必要となる。

NTTコムウェアの開発環境共有化

では、利用者がこれらの必要な各種

ツールやSWをすぐに利用できるよ

うにしている。

「開発フレームワークに併せた環

境をタイムリーに用意できるよう、

今後も開発環境の共有化を進めてい

きます。また、開発環境の共有化に

おいては、仮想化技術を用いて、単

にHWを複数のプロジェクト間で共

用するのみではなく、これらの各種

ツールやSWも複数プロジェクトで

共用化して使えるようにする必要が

あります。当社の開発環境共有化の

取組みでは、上記各種ツールやシス

テムごとに必要となるSWをパター

ン化し、共通のSWのセットとして

予め用意しました。これにより、開

発プロジェクト側では、従来は必須

だった開発環境用のHWの準備、各

種ツール・SWのインストール・環

境設定作業及びHW・SWを含めた

開発環境の運用が不要となり、開発

期間の短縮が図れます。これと併せ

て、品質・進捗管理用の環境も用意

しました。なお、検証環境は結合試

験環境とは異なり、商用環境と同一

環境のスモールセットが必要なた

め、お客様と相談しながら進めてい

ます。」（ネットワーク・ソリューシ

ョン事業本部　OpSソリューショ

ン部　担当部長　小出和昭氏）

2010年５月より、NTTコムウェ

アでは、開発環境共有化の全社展開

が始まっている（図３参照）。

「共有化された環境を利用して開

発を行うことで、従来は開発プロジェ

クト内に閉じていた開発ノウハウや

管理ノウハウを継続的に蓄積・利用

ができるようになり、品質の継続的

な改善も可能になります。そして、

開発プロジェクトは、従来必須だっ

た開発環境の準備・構築・運用から

解放され、業務APの設計・製造・

試験に専念できるようになります。

さらに必要な時に必要なだけ、本

環境を利用することで納期やコスト

の目標達成度、生産性などが向上さ

れるでしょう。開発環境共有化の取

組みの目指すところは、共有化環境

自体の進化と本環境を用いて行われ

る開発プロセス自体の進化が相互作

用しあってスパイラル的にアップし

ていくことです。この実現に向けて、

今後も本取組みを推進していきま

す。」（前出、瀬尾部長）
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NTTコムウェア㈱
ネットワーク・ソリューション事業本部

OpSソリューション部　担当部長

小出和昭氏

開発環境共有化環境 開発PJ

A-PJ

B-PJ

… 
A-PJ用 

設計・ 
製造ツール 

…
 
B-PJ用 

設計・ 
製造ツール 

…
 

A-PJ用 

Web 
サーバ 

AP 
サーバ 

ミドル 

AP

DB 
サーバ 

DBMS

Web 
サーバ 

AP 
サーバ 

ミドル 

AP

DB 
サーバ 

DBMS

B-PJ用 

ハイパーバイザー 

開発管理 
セット 

A-PJ用 
開発管理 
セット 

B-PJ用 

… 

… 

シンクライアント環境（設計／製造工程用環境） 

試験工程用環境 

開発管理用環境 

静的解析 
ツール 

PJ共用利用 
機能テスト 
ツール 

ハイパーバイザー 

ハイパーバイザー 

製造工程用共通環境 

ハイパーバイザー 

ストレージ 

… 

A-PJ用 
DISK領域 

… 

B-PJ用 
DISK領域 

CW 
開発拠点 

協力会社 
開発拠点 

オフショア 
開発拠点 

CW 
開発拠点 

協力会社 
開発拠点 

社内ＮＷ 
／ 

IP-VPN 
NW

図3 開発環境共有化におけるシステム構成概要

品質・生産性・納期のさら
なる改善に向けて

※記載されている会社名、製品名などは、各
社の商標または登録商標です。
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